




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































DEC． 』AN． FEB、 MAR APR． M＾Y
1977年 1978年
m
15
10
　降
　の
　深
　さ
　の
5積
　算
　値
O
O
－10
図12　なだれの発牛状況と降積雪の推移および日平均気温（安塚地域）
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図13輪，島．ヒ空500mb21時気温および調査地域内のただれ発‘卜状況
100一・
新潟県のなだれの発生頻度に関する研究一五十嵐
な箇所であることを意味しているのではなかろうか．
　4．6　輪島上空500mbの気温と頻度
　輪島上空500mbの気温は，寒波の程度と降雪の可能性を示す一つの目安となっている．
西高東低の気圧配置があり，500mbの気温が下ると降雪が多くなるという（木村忠志，
1977；渡辺興亜，1978）．新潟県全域のなだれ発生頻度と輪鳥上空500mb，21時の気温の関
係を図13に示す．1976～1977年および1977～1978年の2冬期について併記した．輪島上空
500mbの気温が下ると，なだれの発生件数は減少し，気温が上昇すると発生件数が増大す
る傾向を示している．このなだれ発生件数は全層および表層を区別してなく，道路沿いに発
生するなだれは，全層なだれの占める比率が大きいため，比較的よく符合したのではなかろ
うか．
5．　結　　　語
　この研究ではなだれの頻度に着目して，他の様々の要因との関連を明らかにした1ここで
明らかになったことは，1）発生頻度の地域分布は，気象条件により年ごとに変動すること，
2）発生時刻別の頻度は従来のデータとほぼ一致すること，3）なだれの種類は人為的な雪処
理により大幅に比率を変えること，4）道路沿いに発生するなだれは，令憎なだれの占める
割合が大きいこと，5）なだれの規模は10～50m3のものが圧倒的に多く，大規模になるに
つれ，頻度は急激に減少すること，6）日平均気温の上昇と発生頻度には関連のあること，7）
目平均気温が低くても，降雪量が多けれぼ発生頻度は大きくなること，8）輪島上空500mb
の気温と新潟県全域のなだれ発生頻度の問には，明確な関連があることなどである．
　ここで取扱ったなだれは，道路沿いに発生し，交通に支障を生じたものであって，それ以
外のものは含まれていない．したがって白然界のなだれ発生状況とは，かならずしも…致し
ない．防止工法が完備して，トソネルやスノーシェッドなどの備わった道略は，いかに周辺
でなだれが発生していても，この調査のデータとして登場してこない．また除雪が不■lU能で
冬期問閉鎖される多くの道路は，多くはなだれの頻発地帯を通っているにもかかわらず，こ
の調査データには登場してこない．この巾問に位置しているような道路にっいての研究で
あった・しかし現実に災害を与えるなだれは，ここで取扱ったようなケースのなだれであ
り，その意味では防災に着目した今日的な研究ということができよう．これらの道路は年と
共に近代化し，それにつれ道路沿いに発生するなだれの件数も減少してくるであろうし，そ
れは雪害防災の完成を意味するものであろう．
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